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平成28年度
ごみ・リサイクル
カレンダー
表紙絵を募集

夏休み生ごみ投入リサイクル事業に参加しませんか
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くつ・かばん類食用廃油投入時間実施曜日実施期間実施校

８／１９（水）随時実施９：００〜
１０：００

水・土
７／１８（土）〜８／２９（土）

①第一小学校

８／２６（水）随時実施１０：００〜
１１：００②第二小学校

−−

９：００〜
１０：００

土③第三小学校
−−月〜金７／２１（火）〜８／２１（金）④第四小学校

７／３０（木）−火・木・土７／２１（火）〜８／２７（木）
※雨天中止⑤東小学校

−−

水・土

７／２２（水）〜８／２９（土）⑥前原小学校
８／２６（水）随時実施

７／１８（土）〜８／２９（土）
⑦緑小学校

−随時実施⑧南小学校
８／１２（水）随時実施⑨第二中学校

−−月〜金７／２１（火）〜８／７（金）
※雨天中止⑩南中学校

①まずは水にぬらさない
…野菜の皮などは洗う前に
むき、シンク内の三角コー
ナーや排水口に入れず直接
ごみ袋に捨てる

「くるカメ出張講座」受講者募集
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　夏休みの期間中、皆さんの家庭から出た生ごみを小・中学校に設置された電動
生ごみ処理機に投入することができます。ここで投入された生ごみは、野菜や果
樹を作るための食品リサイクル 堆 肥としてリサイクルされています。また、本事

たい

業とあわせて食用廃油や、くつ・かばん類の回収を実施する学校もあります。
　各学校の近くにお住まいの方、ごみの減量や生ごみの資源循環に興味のある方
など、多くの方のご参加・ご利用をお待ちしています。
※　学校により実施期間などが異なりますので、詳しくは下表をご覧ください。

【生ごみの持参について】
　生ごみは、水切りをしてから持参するようご協力をお願いします。水切りをす
ることで、電動生ごみ処理機の運転時間が短くなり、節電にもつながります。
【市民ボランティア募集】
　市では、本事業にご協力いただけるボランティアの方を随時募集しています。
１日だけの参加も可能です。詳しくはお問い合わせください。
問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２－３８７－９８３５）
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　各家庭に配布するごみ・リサイクル
カレンダーの表紙絵を描いてみません
か。
　ごみ収集車・処理施設・地球環境な
ど、ごみやリサイクルに関することな
ら何でも結構です。
応募資格　市内在住の小学校４～６年
生
作　品　渇未発表の作品に限ります。
渇Ｂ４判の画用紙に横長に描いてくだ
さい。渇クレヨン・絵の具など材料は

問いません。
入　賞　入賞作品は平成２８年度ごみ・
リサイクルカレンダーに掲載します。
（応募者全員に参加賞）
発　表　入賞者本人に連絡するととも
に、市報に掲載します。
応募方法　９月１日～１４日に、作品
（１人１作品）の裏に住所・氏名（ふ
りがな）・電話番号・学校名・学年組
を明記し、直接、ごみ対策課（市役所
第二庁舎４階）または各市立小学校へ。

昨年度の最優秀賞作品（桜井裕雨さん）

　ごみ減量への理解を深め関心を高めるため、「くるカメ出張講座」の受講者
を募集します。「くるくるカメくん」をはじめとしたオリジナルキャラクター
が登場するごみ減量啓発冊
子やアニメーションＤＶＤ
（子ども向け・一般向けの
２種類）、ごみ減量かるた
などを用いて、小金井市の
ごみの分別やごみ処理の行
方、リサイクルについてな
どを分かりやすく解説しま
す。受講日時や講義内容な
どについてのご相談をお受
けしますので、ぜひ、ご利
用ください。
 

申　込　電話または直接、ごみ対策課清掃係（市役所第二庁舎４階☎０４２－３８７
－９８３５）へ。

▷　市内在住・在勤・在学の方対　象

▷　小金井市のごみの現状について　　▷　ごみ処理の行方
▷　小金井市のごみ分別について　　　▷　３Ｒについて内　容

▷　ごみ減量啓発冊子　　　　　　　　▷　ごみの分別啓発ちらし
▷　アニメーションＤＶＤ２種類
①子ども向けごみ減量啓発アニメーション「くるカメ大作戦」
②ごみの分別方法の解説アニメーション「ようこそ！小金井市へ　
ごみの出し方」
▷　ごみ減量かるた

教　材

くつ・かばん類などの拠点回収くつ・かばん類などの拠点回収にに
ご協力をお願いしまご協力をお願いしますす

Ｒリユースリユース

×回収できないもの○回収できるもの
▷特殊なくつ類
　例）長靴、ブーツ、スリッパ、スパ

イク
▷車輪の付いたかばん類
　例）スーツケース、キャリーバッグ
▷ランドセル

▷外履き用のくつ類（左右ペアのもの）
　例）スニーカー、サンダル、革靴など
▷かばん類
　例）リュックサック、ショルダーバ

ッグ、ハンドバッグなど
▷ベルト（サスペンダーなども可）
▷ぬいぐるみ
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　ご家庭で不要になったくつ・かばん
類などの拠点回収を実施しています。
回収したものは国内外でリユース（再
使用）されています。分別し、資源と
して拠点回収にお持ちいただければ燃
やすごみ、燃やさないごみの減量にも
なります。ぜひ、ご利用ください。
と　き　毎月第２火曜日午後２時～３
時３０分
※　雨にぬれるとリユースできなくな
るため、雨天の場合はできる限り次

の回にお持ちください。
ところ　リサイクル事業所前（中町３
－１９－１６）
対　象　市内在住の方（業者の方を除
く）
回収物　下表のとおり
持参方法　くつなどは箱から取り出
し、透明または半透明の袋に入れてく
ださい。
問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２－
３８７－９８３５）

Ｒリデュースリデュース 手軽にごみ減量！生ごみの水切り
　燃やすごみの多くを占めているのが生ごみです。その生ごみには、大量の水分
が含まれています。生ごみを出す前に水分を減らす工夫をしましょう。

　水切りは、子育てや仕事などで忙しい方でも手軽にごみを減量できる方法で
す。また、雨の日のごみ出しの際、ごみをふたで覆うなどぬれないように工夫を
することも大切です。引き続き、市民の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

渇　燃やすごみを減量することができる
渇　腐敗を遅らせ、嫌なにおいの発生を抑える
渇　ごみが軽くなってごみ出しも楽になる
渇　ごみ排出場所の汚水による汚れを防止する
渇　ごみ収集車からの汚水漏れを抑える
渇　電動生ごみ処理機の乾燥時間を短縮し、電気代の節約になる
渇　ＣＯ２発生を抑える（ごみ量の減少により収集車の燃費が良くなる）

ＲリデュースリデュースＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル

ＲリデュースリデュースＲリサイクルリサイクル

ごみ出しが
楽になった

水切りのメリット

②乾かして出す
…お茶がらやティーバック
など、水気を絞り、乾かし
て出す

③もう一絞り
…水切り袋やトレイなどを
使用し、ごみ出し前にもう
一絞り

水切りすると…

最終処分場での埋立量（ｔ）

古紙・布資源化量（ｔ）

燃やさないごみ・プラスチックごみ合計量
4,694

（ｔ）

焼却施設での処理量（ｔ）
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平成26年度 ごみ・資源物の流れ

焼却による
減量化量
11,672ｔ

エコセメント化・
埋立

焼却灰
905ｔ

その他

総排出量

燃やすごみ
12,577ｔ

26,789ｔ

14ｔ

燃やさないごみ
1,468ｔ
粗大ごみ
908ｔ
資源
7,981ｔ

原料化、鉄・アルミ等　3,763t
7,848t

焼
却
処
理

12,577ｔ

金属･鉄･アルミ等
505ｔ

空き缶 326ｔ

古紙
5,976ｔ

原料化等
3,358t

市民団体による収集市民団体による収集市民団体による収集

市による収集等
25,211t

布等 692ｔ

ペットボトル 310ｔ
トレイ 4t乾燥生ごみ 14t
ペットボトル
キャップ 2ｔ
難再生古紙
 1ｔ
くつ・かばん
類 3ｔ

133t
びん
1,041ｔ

剪定枝 957t

総資源化量
13,189ｔ

集団回収
1,578t

資
源
化
等
処
理

4,786t 1,009ｔ

有害ごみ
37ｔ

プラスチックごみ
2,240ｔ

平成26年度 ごみ・資源物処理量平成26年度 ごみ・資源物処理平成26年度  ごみ・資源物処理量量
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焼却処理量について
　平成２６年度に焼却処理された燃やすごみは１２,５７７ｔ（前
年度は１２,５５７ｔ）で、２０ｔ（約０.２％）の増加となりました。
内訳は、家庭系ごみが１２,２９１ｔ（前年度は１２,１９５ｔ）、９６ｔ
（約０.８％）の増加、事業系ごみが２８６ｔ（前年度は３６２ｔ）、
７６ｔ（約２１.０％）の減少となりました。家庭系ごみを市民１
人１日当たりに換算すると、２８７ｇ（前年度は２８５ｇ）、２ｇ
（約０.７％）の増加となりました。
　本市は、燃やすごみの処理を多摩地域の各団体にお願い
しており、施設周辺にお住まいの皆様および関係者の皆様
へのご負担を軽減するため、さらに燃やすごみの減量に努
めていくことが必要です。市民の皆さんと事業者の方々
が、ごみを出さないライフスタイルの実現に向け、生ごみ
の水切りなど、ごみ減量の基本となる発生抑制に積極的に
取り組み、さらに、古紙・布や 剪 定枝などの資源物や不燃

せん

系ごみの分別排出を徹底していただくようご理解・ご協力

をお願いします。

埋立処分量について
　平成２６年度の埋立処分量は１４ｔ（前年度４４ｔ）となり、埋
立処分量が減少しました。　また、燃やさないごみ・プラ
スチックごみの収集量は、合計３,７０８ｔ（前年度は３,８０１ｔ）
でした。

資源化について
　平成２６年度に収集されたごみ・資源物の総資源化率は、
４９.２％（前年度は４９.８％）でした。
　また、平成２６年度に資源化された古紙・布は、６,６６８ｔ
（前年度は６,８７３ｔ）でした。
　また、その他に、従来埋め立てられていた焼却灰をエコ
セメントとして再利用する事業が平成１８年度から始まって
います。平成２６年度の本市の燃やすごみの処理で発生した
焼却灰９０５ｔがエコセメントとなりました。

一般廃棄物処理基本計画を策定しました
　市では、一般廃棄物の安定的な処理などに関する施策を総合的・計画的に推
進するため、平成２７年３月に一般廃棄物処理基本計画を策定しました。計画期
間は平成２７年度～３６年度の１０年間です。
　この計画は、情報公開コーナー（市役所第二庁舎６階）で公開し、市ホーム
ページからダウンロードできるほか、図書館でも閲覧できます。市のごみ減量
などについてご理解を深めていただくためにも、ぜひ、ご活用ください。

食品リサイクル 堆 肥が変わりました
たい

○１７３

現　在

閣
生ごみ乾燥物を
市内の各家庭・
市施設から回収

民間堆肥化製造
施設で完熟堆肥
を製造

今まで

　今までの堆肥は、生ごみ乾燥物や発酵資材が原料
で、ペレット状のものだったよ。

生ごみ乾燥物を
市内の各家庭・
市施設から回収

堆肥化実験施設
で一次発酵堆肥
を製造

閣

　７月１日、東京自治会館（府中市）で浅川清流環境組合の平成２７年第１回組
合議会定例会が開催され、組合が設立されるとともに上程された全ての議案を
全会一致で可決および同意し、日野市、国分寺市、そして本市の３市による可
燃ごみの共同処理が正式にスタートしました。
　思い起こせば、市政の大きな課題であった可燃ごみの処理問題は、約３０年間
にわたり多摩地域の皆さんや市民の皆さんに多大なご心配をかけてきました
が、この組合が設立されたことにより平成３１年度中の新可燃ごみ処理施設の稼
動をめざして大きく前進することになりました。
　同時に、新可燃ごみ処理施設の設置場所となる日野市をはじめ、国分寺市、
そして、これまでも小金井市のごみ処理を支えてくださった多くの多摩地域の
各団体並びに関係者の皆さんに深く感謝申し上げます。
　引き続き本市は、与えられた役割や責任を誠実に果たしていかなければなり
ません。市民の皆さんにも、本市のごみ処理
が日野市石田地区で行われることを常に念頭
に置き、ごみの減量・資源化の推進に取り組
むよう改めてお願いいたします。

※　平成２７年５月の燃やすごみ（家庭系）について、１日１人当たりの排出量
は、２８７.６ｇとなり、目標（２８１.８ｇ）を５.８ｇ上回ってしまいました。これか
ら、夏を迎え、夏野菜やフルーツなど水分を多く含んだ食材が食卓に並びま
す。また、食中毒の気になる季節でもあり、食材をよく洗うなど、生ごみの
水分が特に多くなりがちです。野菜・果物の皮や食べ残しを、そのまま生ご
みとして袋に入れる前に、「水切り袋に入れて絞る」、「天日にさらす」な
どの一工夫で、水分量はぐんと減り、腐敗を遅らせることができます。

Ｒリサイクルリサイクル

閣
市民・
農家へ
配布

市民・
農家へ
配布

閣

　新しい堆肥は、生ごみ乾燥物や稲わら、バーク、豚
の糞や下水汚泥が原料で、粉状のものになったよ。

　市では、ごみの減量と循環型社会の形成に向け、市立小・中学校や市立保
育園、家庭で使用している生ごみ減量化処理機器（乾燥型）から生成された
生ごみ乾燥物を回収し、中町にある堆肥化実験施設で食品リサイクル堆肥を
製造していました。平成２７年３月末日をもって堆肥化実験施設を閉鎖したこ
とに伴い、生ごみ乾燥物の堆肥化事業の仕組みを変更
し、製造する堆肥も新しくなりました。

出張講座の様子

1か月の燃やすごみ地区別
1人1日当たりの排出量 （単位：g）

地　　区
火・金地区 285.3 281.8 3.5

武蔵小金井 東小金井

5月 目標量 増減量

市内全域

287.6 281.8 5.8

増減量5月 目標量
燃やさない
ごみ

（市内全域） 39.8 34.4 5.4
目標量 増減量5月

月・水・木・土地区 289.8 281.8 8.0 目標より
増えちゃった

目標より
増えちゃった


